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　私は、DNA分子上で起きる変異・修復の例として、2つの実例を取り挙げた

1. ピリミジンダイマー
まずDNA分子が紫外線を浴びることによって、異なるDNA分子中のピリミジン基(C,T)同士が結合してしまいで共有結合が生じ、2量体となってしまう。この現象がピリミジンダイマーであり，これでは、複製時に正確に二塩基として認識されないことがある。この現象がピリミジンダイマーである。これを修復するにはヌクレオチド除去修復機構が働く。除去修復機構によって、塩基同士が結合してしまった問題部位を周辺の正常部も含め大規模に除去してしまう、ヌクレオチド除去修復が行われる。そしてそこから、鋳型のDNAを元にして、除去部位の塩基の再配置が行われる。	Comment by 伊藤 靖夫: ではありません。	Comment by 伊藤 靖夫: その分子機構についても簡単に調べられると思います。

2. 塩基の脱アミノ化
何らかの原因で、塩基中のアミノ基が喪失してしまった場合、塩基除去修復機構により問題の塩基（単一の塩基対）を除去し、鋳型鎖を元に、塩基の再配置を行い除去部分を埋める。	Comment by 伊藤 靖夫: 簡単に調べられると思います。	Comment by 伊藤 靖夫: 塩基と塩基対では意味が全く異なることになります。


